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私
は
、
2
0
2
4
年
度
に
福
島
学
院
大
学

の
副
理
事
長
に
就
き
、
2
0
2
5
年
度
よ
り

学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

東
京
近
郊
の
大
学
に
30
年
以
上
勤
め
て
き
ま

し
た
。
東
京
都
と
福
島
県
は
、
新
幹
線
に
乗

車
す
れ
ば
時
間
的
に
は
実
に
近
い
位
置
に
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
距
離
的
に
は
離
れ
て
お

り
、
気
候
や
習
慣
も
異
な
る
地
域
で
あ
る
と

こ
の
1
年
の
生
活
で
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、
世
界
を
飛
び
回
る
の
が
幼
い
頃
か

ら
の
夢
で
し
た
。
大
学
院
留
学
時
代
や
客
員

教
授
、
大
学
の
国
際
交
流
担
当
と
し
て
長
い

時
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
ほ
か
、
海
外

の
大
学
や
研
究
会
に
加
え
て
ユ
ニ
セ
フ
の
委

員
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
約
40
カ
国

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
私
の
専
門
は
、
教
育
哲
学
で
す
が
、

世
界
の
国
々
の
教
育
の
研
究
や
国
際
化
教
育

に
も
深
く
関
係
し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

海
外
の
研
究
会
に
も
頻
繁
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
理
由
か
ら
、
世
界
で
初
め
て

ド
イ
ツ
で
始
め
ら
れ
た「
子
ど
も
大
学
」（
小

学
生
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
大
学
）を
知
っ
て
、
私
は
2
0
0
9
年
に

ド
イ
ツ
に
次
い
で
世
界
で
2
番
目
、
そ
し
て

日
本
初
と
な
る「
子
ど
も
大
学
」を
友
人
た

ち
と
立
ち
上
げ
、
そ
の
学
長
と
し
て
運
営
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
の
こ

れ
ま
で
の
概
念
を
変
え
る
も
の
と
し
て
、
文

部
科
学
省
を
は
じ
め
国
内
で
注
目
さ
れ
、
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
が
学
長
に
就
任
し
て
、
何
を
考

え
、
何
を
し
た
い
の
か
少
し
述
べ
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
評
議
員
や
理
事
と
し

て
福
島
学
院
大
学
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

本
学
は
長
い
伝
統
が
あ
る
教
育
機
関
で
、
建

学
以
来
持
ち
続
け
て
き
た
確
固
た
る
伝
統
が

あ
り
ま
す
。
1
9
6
6
年
に
短
期
大
学
が
開

学
し
、
保
育
科
を
開
設
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
幼
児
期
の
教
育
へ
の
貢
献
か

ら
始
ま
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

後
、
４
年
制
大
学
の
開
設
な
ど
を
経
て
、
現

在
は
福
祉
心
理
、
こ
ど
も
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
保
育
、
食
物
栄
養
の
５
学
科
を
設
置

し
て
お
り
、
様
々
な
特
色
を
持
つ
教
育
機
関

と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
短
期
大
学
部
の「
保
育
学
科
」、
４

年
制
大
学
の「
こ
ど
も
学
科
」、
そ
し
て
同

じ
く
４
年
制
大
学
で
、
福
祉
と
心
理
を
学
び
、

子
ど
も
た
ち
の
心
理
研
究
も
盛
ん
な「
福
祉

心
理
学
科
」を
中
心
と
す
る
、
幼
年
期
の
教

育
の
指
導
者
養
成
と
そ
の
実
践
を
柱
に
、
本

学
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
は
明
白
で
す
。
ゆ

え
に
、
ま
ず
は
こ
れ
を
大
学
の
特
色
と
し
て

さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
か
ら
小

学
校
ま
で
の
幼
年
期
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
在
り
方
と
、
心
理
学
的
・
福
祉
学
的
研
究

に
裏
打
ち
さ
れ
た
質
の
高
い
優
れ
た
指
導
者

を
育
成
し
社
会
に
排
出
す
る
こ
と
で
、
非
常

に
大
切
な
子
ど
も
の
教
育
の
出
発
点
を
担
っ

て
き
た
こ
と
を
さ
ら
に
明
示
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
福

島
学
院
大
学
の
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
一
つ

の
中
心
的
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
も

の
で
す
。

　
そ
こ
で
2
0
2
5
年
度
か
ら「
こ
ど
も
学

科
」で
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
・

免
許
に
加
え
て
、
他
大
学
併
修
に
よ
る
小
学

校
教
諭
免
許
状
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
福
祉
心
理
学
科

で
も
、
小
学
校
教
諭
免
許
状
の
取
得
が
可
能

と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
を
支

え
る
も
う
一
つ
の
柱
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

部
の
新
た
な
発
展
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
す
。

　
私
が
目
指
す
福
島
学
院
大
学
像
と
は
、

”Sm
all, but Excellent”

（
小
規
模
だ
が
、

優
れ
た
）大
学
で
す
。
社
会
で
必
要
な
実
践

的
で
質
の
高
い
知
識
や
技
術
を
得
た
卒
業
生

が
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
国
際
社
会
で
活
躍
す

る
大
学
に
な
り
、
高
校
生
た
ち
が
学
び
た
い

大
学
の
一
つ
と
し
て
福
島
学
院
大
学
を
選
ぶ
、

そ
ん
な
大
学
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
学
長
と
し
て
全
教
職
員
と

共
に
力
を
尽
く
す
楽
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
・
学
長

遠
藤 

克
弥
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福島グローバルセンター開所
～福島復興の知見を世界へ発信～

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
以
後
、
福
島
地

域
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福

島
は
、
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
だ
け
で

は
な
く
、住
民
の
移
住
に
よ
る
人
口
減
少
・

地
域
経
済
の
縮
小
・
高
齢
化
・
少
子
化
問

題
・
こ
ど
も
園
か
ら
大
学
ま
で
地
域
教
育

機
関
の
存
続
な
ど
様
々
な
課
題
に
お
い
て

も
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

3
・
11
の
復
興
に
関
し
て
は
世
界
の
モ
デ

ル
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
は
自
然
災

害
の
頻
発
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
政
治
・

文
化
・
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立
は
社
会
的
不

安
定
や
紛
争
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
自

然
環
境
の
不
安
定
さ
や
、
社
会
経
済
・
政

治
・
宗
教
的
不
安
要
因
の
増
加
は
、
自
然

界
だ
け
で
は
な
く
人
間
社
会
に
も
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
福
島
の
震

災
経
験
や
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
復
興

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　
福
島
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
財
産
を
共
有

す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
な
情
報
発
信
が

必
要
で
す
。
福
島
か
ら
の
情
報
発
信
は
世

界
か
ら
学
生
、
専
門
家
、
農
業
関
係
者
、

漁
業
関
係
者
、
企
業
、
技
術
、
新
し
い
知

識
を
呼
び
込
み
、
そ
れ
ら
の
交
流
や
協
働

の
中
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
世
界
と
の
資

源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
は
、
地
域
の
活
性

化
に
繋
が
り
、
新
し
い
仕
事
づ
く
り
に
も

繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
持
続
可
能

性
の
向
上
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
つ

ま
り
、
福
島
へ
の
貢
献
は
世
界
全
体
へ
の

貢
献
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
福
島
学
院
大
学
は
福
島
グ
ロ
ー
バ
ル
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
、
福
島
地
域
の
学
生
、

専
門
家
、
企
業
、
自
治
体
、
N
P
O
、
住

民
と
世
界
の
様
々
な
地
域
、
企
業
、
大
学

を
繋
げ
、
そ
の
中
か
ら
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
福
島
の
復
興
へ

の
参
加
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
貢
献
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本学は令和６年度、地域と世界をつなぐプラットフォームと
して「福島グローバルセンター」を開所しました。東日本大震災、
東京電力福島第一原発事故からの福島復興の知見を世界の研
究者に発信、共有するとともに、学生や教員の国際交流を推進
していきます。
　令和６年５月16日、福島駅前キャンパスで開所式が行われ、
同センター長の髙選圭地域マネジメント学科教授がセンター

開設の意義や役割な
どについて説明。式
に併せ、７か国・地域
をつないだ国際会議
が開かれました。会議には本学、福島大学に加え、韓国、台湾、インド、ネパール、
ベトナム、フィリピンの各国・地域の研究者がオンラインも交えて参加し、「グロ
ーバル復興ガバナンスモデル構築に向けて」をテーマに意見を交わしました。

•
福
島
県
立
医
科
大
学
特
任
教
授
で
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学T

.H
.C
han

公
衆
衛

生
大
学
院
の
後
藤
あ
や
教
授
と
同
大
学

院
生
15
名
が
本
学
福
島
駅
前
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
問
。
同
大
学
院
生
が
震
災
復
興

に
関
す
る
講
義
を
聴
講
し
た
ほ
か
、
文

化
体
験
と
し
て
、
県
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
「
金
沢
黒
沼
神
社
の
十
二

神
楽
（
福
島
市
）
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

•
ペ
ト
ロ
ッ
ク
大
学
の
訪
日
研
修
で
、
同

大
学
生
の
福
島
県
内
で
の
活
動
を
本
学

が
ア
テ
ン
ド
。
被
災
地
視
察
や
剣
道
な

ど
の
文
化

体
験
、
副

知
事
へ
の

表
敬
訪
問
、

本
学
学
生

と
の
交
流

等
を
開
催

し
ま
し
た
。

•
共
同
研
究
や
相

互
協
力
に
関
す

る
覚
書
を
締
結

し
ま
し
た
。

•
本
学
学
生
が
訪

韓
し
、
仁
荷
大

学
の
学
生
と
と

も
に
文
化
体
験

や
観
光
地
を
巡

り
ま
し
た
。

•
共
同
運
営
授
業
や

学
生
交
流
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し

ま
し
た
。

•「C
a
p
sto

n
e 

D
esing

授
業
を

利
活
用
し
た
地
域

課
題
解
決
と
福

島
」
を
テ
ー
マ
に

東
国
大
学
と
共
同

運
営
授
業
を
実
施
。

東
国
大
学
と
本
学

の
学
生
が
共
同
で
、

福
島
県
の
名
所
な
ど
の
魅
力
を
多
言
語

で
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
F
U
K
U
H
U
B
（
フ
ク
ハ
ブ
）
福

島
記
憶
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
を
制
作
し
、
共

同
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

取
り
組
み
が
学
術
・
国
際
交
流
活
動
に

貢
献
し
た
と
し
て
、
東
国
大
学
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

•
学
生
交
流
、
協

同
研
究
に
関
す

る
覚
書
を
締
結

し
ま
し
た
。

•
仙
台
市
で
安
東

大
学
、
東
北
大

学
、
本
学
の
学

生
が
参
加
す
る

交
流
会
を
開
催
。
３
大
学
の
学
生
が
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
震
災
復
興
に
関
連
し
た

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
課
題
や
解
決
策
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
ほ
か
、

企
業
訪
問
も
実
施
し
ま
し
た
。

•
本
学
に
て
、
慶

北
大
学
と
の
日

韓
若
手
研
究
者

交
流
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
両
大

学
の
教
員
や
大

学
院
生
、
学
部

生
が
参
加
し
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル

と
地
域
の
融
合

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
や
研

究
報
告
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

•
政
治
学
・
政
治
・
選
挙
・
政
党
・
地
方

議
会
に
関
す
る
Ａ
Ｉ
分
析
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
が
推
進
中
で
す
。

•
本
学
の
ク
ラ
ブ
「F

u
ku
sh
im
a 

G
lo-C

al A
ct

（
フ
ク
シ
マ
グ
ロ
ー
カ

ル
ア
ク
ト
）
」
に
所
属
す
る
学
生
４
名

と
顧
問
で
福
島
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

長
の
髙
選
圭
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

教
授
が
７
日
間
の
日
程
で
、
韓
国
の
国

民
、
東
国
、
同
徳
女
子
、
大
真
、
仁
荷

の
５
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
先

の
大
学
で
は
、
学
生
が
福
島
県
や
本
学

に
つ
い
て
の
発
表
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、

国
際
会
議
に
も
参
加
。
ま
た
、
現
地
の

学
生
と
の
食
事
会
や
観
光
地
を
視
察
す

る
な
ど
韓
国
の
文
化
に
も
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

開設を記念して開かれた国際会議

セミナーに参加した慶北大学と
本学の大学院生と学部生

食事会で交流を深めた大真大学と本学の学生

東国大学と本学の学生が共同運営するフクハブ

ロッテワールドを訪れた仁荷大学と本学の学生

交流した安東大学や本学の学生たち

センターの役割などを説明する髙教授

アイスブレイクセッションで交流するペトロック大学
と本学の学生

福
島
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
の
活
動

セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ 福

島
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

 

　
　セ
ン
タ
ー
長
　
　髙
　
　選
　圭

米
国
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

　
　T.H

.C
han 

公
衆
衛
生
大
学
院

英
国
・
ペ
ト
ロ
ッ
ク
大
学

韓
国
・
仁
荷
（
イ
ン
ハ
）
大
学

韓
国
・
安
東
（
ア
ン
ド
ン
）
大
学 

韓
国
・
慶
北
（
キ
ョ
ン
ブ
ク
）
大
学 

韓
国
の
５
大
学
を
訪
問 

韓
国
・
東
国
（
ト
ン
グ
ク
）
大
学
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本
学
は
令
和
６
年
度
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
る
子
ど
も
と
親
の
心
の
健
康
へ
の
影
響

に
つ
い
て
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
機
関
「
福
島
子
ど
も

と
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
情
報
・
支
援
セ
ン
タ
ー

〝
F
C
M
I
C
（
フ
ク
ミ
ッ
ク
）〞
」
を
新
た
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
フ
ク
ミ
ッ
ク
は
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

-

Ｒ
Ｅ
Ｉ：
エ
フ
レ
イ
）
か
ら
委
託
さ
れ
た
研
究
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
親
子
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
連
し
た

実
態
の
調
査
研
究
と
、
そ
こ
か
ら
得
た
成
果
を
基
に
し

た
地
域
支
援
、
情
報
発
信
に
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
フ
ク
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
長
の
内
山
登
紀
夫
教
授
を
代

表
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
の

影
響
を
受
け
た
親
子
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
発
達
と
そ

の
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
10
年
以
上
に
わ
た

っ
て
調
査
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
研
究
が
令
和

５
年
度
に
エ
フ
レ
イ
の
公
募
研
究
と
し
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
採
択
を
機
に
国
外
の
研
究
機
関
と
も
協
力
し
、

さ
ら
な
る
実
態
把
握
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
に
向
け
た

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
：
エ
フ
レ

イ
）
理
事
長
特
別
顧
問
の
山
下
俊
一
福
島
県
立
医
科
大

学
副
学
長
を
講
師
に
迎
え
、
「
福
島
復
興
の
将
来
展

望
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
卒
業
年
次
の
学
生
な
ど

2
0
0
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
山
下
氏
が
エ
フ
レ
イ
の
概
要
や
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

講
話
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
フ
ク
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

長
の
内
山
登
紀
夫
福
祉
心
理
学
科
教
授
が
エ
フ
レ
イ
か

ら
助
成
を
受
け
る
研
究
に
つ
い
て
説
明
。
学
生
が
震
災

後
の
親
子
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

浜通りブランチの看板を掲げる内山教授（左から２人目）

エフレイの概要などについて講演した
山下俊一福島県立医科大学副学長

セミナーを受講する学生達

　
本
学
の
福
島
子
ど
も
と
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
情

報
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
英
国

バ
ー
ス
大
学
心
理
学
部
自
閉
症
応
用
研
究
セ
ン
タ
ー
か

ら
同
学
部
長
の
マ
ー
ク
・
ブ
ロ
ス
ナ
ン
教
授
と
同
学
部

講
師
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ギ
ャ
ビ
ン
博
士
を
講
師
に
迎
え
、

特
別
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ス
ナ
ン
教
授
は
自
閉
症
に
お
け
る
二
重
過
程
理

論
、
ギ
ャ
ビ
ン
博
士
は
自
閉
症
の
人
々
の
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
交
際
事
情
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
話
し
ま
し

た
。
心
理
学
や
精
神
医
学
を
学
ぶ
参
加
学
生
に
と
っ
て
、

自
閉
症
研
究
の
最
先
端
の
知
見
や
研
究
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　

　
令
和
6
年
7
月
25
日
に
は
、
福
島
県
浜
通
り
地
方
で

の
関
連
機
関
と
の
連
携
体
制
の
強
化
と
広
域
的
な
活
動

を
展
開
す
る
た
め
、
南
相
馬
市
の
小
高
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
研
究
交
流
拠
点
「
浜
通
り
ブ
ラ
ン
チ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
同
日
に
行
わ
れ
た
開
所
式
で
は
、
来
賓

の
門
馬
和
夫
南
相
馬
市
長
、
関
根
昌
典
福
島
県
相
双
地

方
振
興
局
長
、
山
下
俊
一
福
島
県
立
医
科
大
学
副
学
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
フ
ク
ミ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
長
の
内
山
登
紀
夫
教
授
が
浜
通
り
ブ
ラ
ン
チ
を
紹

介
し
ま
し
た
。
（
文
中
の
肩
書
は
当
時
の
も
の
）

南
相
馬
市
に
拠
点
開
設

教
育
セ
ミ
ナ
ー（
令
和
６
年
11
月
13
日
）

特
別
講
義（
令
和
６
年
12
月
11
日
）

　
令
和
６
年
度
は
福
島
子
ど
も
と
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
情
報
・
支
援

セ
ン
タ
ー
（
フ
ク
ミ
ッ
ク
）
で
実
施
し
て
い
る
研
究
な
ど
に
関
連
し
た

セ
ミ
ナ
ー
や
特
別
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
文
中
の
肩
書
は
当
時
の
も
の
）

【調査研究】
❶１歳半、３歳児における乳幼児
健診問診票の分析
❷小学２年生、５年生時点での子
育てアンケート（保護者回答）
の実施
❸中学２年生、高校２年生時点
でのアンケート（本人、保護者
回答）の実施

【地域支援】
❹震災後の各市町村の復興状
況や各地域の特性の調査
❺保護者や支援者向けにメンタ
ルヘルス支援の教材・研修プ
ログラムの開発と社会実装
❻被災地域の親子やその支援
者のためのサロン・交流の場
の設置

【情報発信】
❼親子のメンタルヘルス
や子どもの発達などに
関して、正確な情報発
信と正しい知識の普
及啓発

講義いただいたジェフリー・ギャビン博士（右から２人目）と
マーク・ブロスナン教授（中央）

FCＭIC
開設

福島子どもと親のメンタルヘルス
情報・支援センター

フクミック
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　本学の教育研究等の状況について自己点検し、優れている点や改善点などをまとめた
自己点検・評価を第三者の視点で検証する「外部評価委員会」が開かれました。同委員
会では、大学や組織の運営に関する見識者の方 を々委員に委嘱し、本学の教育と研究
の質の向上・改善に向けた提言をいただきました。
　委員会では、「実践力を育む教育」につながる取り組みや附属機関の開設など令和６
年度の本学の活動や自己点検・評価報告書の概略についての説明が行われました。そ
の後、当日出席した委員５名から大学運
営に係るご意見や、学部の学修内容や
学生募集に関連した質問をいただきま
した。
　終盤には、令和６年度に新設した「福
島グローバルセンター」について、セン
ター長の髙選圭地域マネジメント学科
教授がセンターでの国際関係活動につ
いて紹介しました。（文中の肩書は当時
のもの）

　
昨
今
、
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
と
地
域
連

携
が
、
地
域
に
お
け
る
大
学
に
と
っ
て
重
要

と
言
わ
れ
て
い
る
。
教
育
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、

そ
れ
に
沿
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
遂
行
す
る

こ
と
に
加
え
、
定
期
的
な
見
直
し
を
行
い
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
非

常
に
重
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
下
支
え
す
る

も
の
が
、Ｉ
Ｒ（
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
サ
ー
チ
）
や
Ｆ
Ｄ（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）、Ｓ
Ｄ（
ス
タ
ッ
フ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
の
取
り
組
み
と
言

わ
れ
て
い
る
。
教
員
向
け
の
Ｆ
Ｄ
、
職
員
向

け
の
Ｓ
Ｄ
で
は
視
点
が
若
干
異
な
る
が
、
教

職
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
貴
学
で
は
ど
の
よ
う
に
方
向
性

を
プ
ラ
ニ
ン
グ
し
て
年
間
の
Ｆ
Ｄ
、Ｓ
Ｄ
を

実
施
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、
私

は
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
を
同
期
さ
せ
て
い
く
こ
と
の

難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
貴
学
の
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し

い
。

回
答
：
大
学
担
当
者

　
Ｓ
Ｄ
は
教
員
、
職
員
全
体
を
対
象
に
考
え
、

大
学
で
課
題
に
な
っ
て
い
る
点
を
中
心
に
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
の
１
月
か
ら
検
討
を
は
じ

め
、
年
度
内
に
は
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

決
定
し
て
い
る
。

回
答
：
大
学
担
当
者

　
何
を
Ｆ
Ｄ
研
修
と
し
て
実
施
し
て
い
く
か

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
教
員
に
「
何
を
必
要
と

し
て
い
る
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
回
答
の
中
か
ら
多
く
上
が
っ
た
も
の
や

必
要
と
考
え
る
も
の
を
委
員
会
で
と
り
ま
と

め
、Ｆ
Ｄ
実
施
に
つ
な
げ
て
い
る
。
学
科
単

位
で
も
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
て
お
り
、
学
科
が
求

め
る
も
の
と
も
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
今
後

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

鈴
木
氏

　
Ｆ
Ｄ
、Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
部
、
学
科

ご
と
の
課
題
が
個
別
に
あ
り
、
そ
こ
に
大
学

全
体
と
し
て
の
方
向
性
を
合
わ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
横
串
を
ど
の
よ
う
に
挿

し
て
い
く
か
か
が
大
変
だ
と
思
う
が
、
引
き

続
き
、
学
内
で
検
討
し
取
り
組
み
を
進
め
て

ほ
し
い
。

　
令
和
5
年
度
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
大
学

と
短
期
大
学
部
の
報
告
書
を
分
冊
に
す
る
な

ど
公
開
情
報
の
充
実
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
進
化
・

深
化
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
大
学

機
関
別
認
証
評
価
で
適
合
認
定
を
受
け
た
こ

と
は
、
大
学
の
組
織
運
営
や
研
究
教
育
活
動

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
結
果
。
今
後
も
改
善
を
継
続
し
て
、
さ
ら

な
る
大
学
の
改
革
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
認
証
評
価
で
指
摘
さ
れ
た
改
善
事
項
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
で
規

程
等
が
整
理
さ
れ
て
い
る
う
え
、
改
善
報
告

書
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
点
は
、
迅
速
な

対
応
が
図
ら
れ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

ま
た
、
参
考
意
見
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事
項

に
つ
い
て
も
対
策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
地
域
の
方
々
と
連
携
し
た
活
動
や
学
び
に

つ
い
て
、
資
料
な
ど
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て

あ
り
感
動
し
た
。
新
聞
を
見
て
も
福
島
学
院

大
学
が
出
て
こ
な
い
日
は
な
い
と
感
じ
る
ほ

ど
、
様
々
な
マ
ス
コ
ミ
で
活
動
な
ど
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
連
携
が
と
て

も
良
い
の
だ
と
思
う
。
現
在
は
、
福
島
看
護

専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
福
島
学

院
大
学
か
ら
先
生
方
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な

ど
、
貴
学
の
地
域
へ
の
貢
献
度
が
高
い
と
感

じ
て
い
る
。
今
日
の
新
聞
１
面
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
防
災
士
に
つ
い
て
、
今
後
、
防
災
士

が
地
域
で
活
躍
し
て
い
く
と
思
う
が
、
防
災

は
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
が
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
身
近
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
福
島
学
院
大
学

に
そ
の
点
に
も
力
を
注
い
で
ほ
し
い
。

　
自
己
点
検
評
価
報
告
書
を
拝
見
し
、「
学

生
第
一
」
の
大
学
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
し

「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
学
」
を
目

指
す
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
理
念
だ
と

感
じ
た
。
福
島
学
院
大
学
の
学
生
の
多
く
が

県
内
で
就
職
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
課
題
先

進
県
を
担
っ
て
い
く
人
材
を
輩
出
し
て
い
る

心
強
い
大
学
だ
と
思
っ
て
い
る
。
福
島
県
で

は
人
口
減
少
、
特
に
若
い
女
性
の
県
外
流
出

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に
就
職
し
活

躍
す
る
女
性
や
若
者
を
い
か
に
増
や
し
て
い

く
か
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

企
業
が
門
戸
を
広
げ
女
性
が
入
り
や
す
い
企

業
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
福
島
学

院
大
学
は
様
々
な
企
業
や
団
体
と
連
携
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
女
性

や
若
者
に
地
元
で
就
職
し
て
も
ら
え
る
か
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
の
場
で
連
携
先
の
自
治
体
、

企
業
と
調
査
研
究
を
行
い
、
県
へ
の
研
究
成

果
の
報
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど
を
通
し

て
、人
口
減
少
、女
性
の
県
外
流
出
の
原
因
と

防
止
策
を
周
知
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
６
月
の
「
あ
し
た
の
食
卓
」
で
は
、
福
島

学
院
大
学
を
は
じ
め
、
各
社
皆
さ
ま
に
協
力

い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
う
。
学
外
で
食

に
関
す
る
学
び
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
参
加

し
て
く
れ
た
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に

な
っ
た
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
多
く

設
け
る
こ
と
で
学
生
が
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
実
感
し
、
自
分
も
地
域
で
生
き
よ
う
と
す

る
思
い
が
強
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

若
い
人
た
ち
に
福
島
に
定
着
し
て
も
ら
う
に

は
、
自
分
が
勉
強
し
て
き
た
も
の
を
活
か
せ

る
就
職
先
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、行
政
・

企
業
側
と
大
学
側
そ
れ
ぞ
れ
で
地
域
で
の
就

職
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
双
方

向
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

経
営
面
で
は
学
生
募
集
に
関
し
て
、
定
員
充

足
率
の
状
況
か
ら
良
い
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
に
あ
る
と
推
察
す
る
。
入
学
者
の
約
８

割
が
県
内
出
身
と
聞
い
た
が
、
立
派
な
施
設

や
環
境
を
持
つ
大
学
を
県
外
に
も
積
極
的
に

発
信
し
、
県
外
か
ら
の
入
学
者
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
大
学
理
念
「
学
生
第
一
」
と
「
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
の
２
点
を
具
現
化
す
る

た
め
、
特
に
地
域
と
の
連
携
強
化
に
期
待
し

て
い
る
。
実
践
力
に
つ
な
が
る
学
び
を
大
切

に
し
、「
ふ
く
し
ま
な
ら
で
は
の
学
び
」
か

ら
地
域
社
会
の
諸
問
題
を
多
用
な
視
点
か
ら

取
り
組
む
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
新
設
等
、

地
域
貢
献
を
視
野
に
教
育
の
充
実
を
は
か
ろ

う
と
い
う
大
学
の
姿
勢
は
高
い
評
価
を
得
る

も
の
と
考
え
る
。
地
域
の
課
題
に
、
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
き
め
細
や
か
に
取
り
組
み
、

ま
た
こ
れ
を
福
島
学
院
大
学
の
卓
越
し
た
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
、
マ
ス
コ

ミ
等
を
通
し
て
多
く
の
県
民
に
届
け
よ
う
と

努
力
を
重
ね
て
い
る
こ
と
は
高
い
評
価
を
得

ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
今
後
も
自

治
体
や
地
域
の
企
業
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
へ
の
き
め
細

や
か
な
対
応
を
特
徴
と
し
て
、
大
学
の
独
自

性
、
卓
越
性
が
表
現
で
き
る
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

委
員
・
日
下
部
達
氏

（
東
北
電
力
株
式
会
社
執
行
役
員
福
島
支
店
長
）

委
員
・
渡
邉
艶
子
氏

（
福
島
看
護
専
門
学
校
理
事
）

委
員
・
尾
崎
和
典
氏

（
株
式
会
社
福
島
中
央
テ
レ
ビ
代
表
取
締
役
社
長
）

委
員
・
管
野
啓
二
氏

（
福
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
代
表
理
事
会
長
）

委
員
・
大
村
雅
恵
氏

（
大
和
自
動
車
交
通
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

委
員
長
・
鈴
木
弘
行
氏

（
福
島
県
立
医
科
大
学
理
事
） 

※
当
日
欠
席
の
た
め
、
事
前
に
意
見
書
を
拝
受
。

鈴木弘行 氏

日下部達 氏

渡邉艶子 氏

尾崎和典 氏

管野啓二 氏

令和6年度

外部評価委員会開催
〈開催日時〉令和6年12月2日　〈開催場所〉宮代キャンパス
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■ 
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク 

■

　
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
い
つ
も
仕

事
の
根
幹
に
あ
る
の
は
「
子
ど
も
の
健
康
」

支
援
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
看
護
師
や
助
産
師
と
し
て

働
き
、
現
在
は
教
員
を
し
て
い
ま
す
。
私
が

助
産
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機
は
、
新
人

看
護
師
と
し
て
新
生
児
集
中
治
療
室
で
勤
務

を
し
て
い
た
時
に
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
が
亡

く
な
る
の
を
看
取
っ
た
体
験
か
ら
で
し
た
。

身
内
で
高
齢
の
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
し
た
が
、
小
さ
な
命
が
消
え
て
い
く

の
は
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。そ
こ
で
私
は「
子

ど
も
が
元
気
に
産
ま
れ
て
健
や
か
に
育
つ
た

め
に
、
妊
婦
さ
ん
が
安
全
な
お
産
を
出
来
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
考
え
て
助
産
師
に
な
り

ま
し
た
。

　
助
産
師
に
な
っ
て
か
ら
約
30
年
間
は
妊

娠
・
出
産
に
関
わ
る
周
産
期
病
棟
や
外
来
で

働
き
、
そ
の
間
に
J
I
C
A
専
門
家
と
し
て

地
域
母
子
保
健
に
関
わ
る
国
際
協
力
の
仕
事

な
ど
も
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
の
教
員

と
な
り
看
護
学
・
助
産
学
・
子
ど
も
学
・
保

育
学
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

■ 

教
育
活
動 

■

　
私
が
担
当
す
る
授
業
は
、
子
ど
も
の
健
康

と
保
健
に
関
連
す
る
科
目
で
す
。

　
１
年
次
生
に
必
ず
確
認
す
る
こ
と
は
「
健

康
と
は
？
」
で
す
。
実
際
の
生
活
の
中
で
、

健
康
を
身
体
的
と
精
神
的
、
社
会
的
な
視
点

で
捉
え
て
支
援
し
、
統
合
し
て
評
価
で
き
る

よ
う
に
目
指
し
て
い
ま
す
。「
自
分
ら
し
く
、

自
分
で
自
由
に
選
択
し
て
行
動
で
き
て
い
る

か
（
精
神
的
）、
他
の
人
・
物
と
つ
な
が
っ

て
い
る
か（
社
会
的
）」な
ど
を
指
標
と
し
て
、

生
活
を
具
体
的
に
評
価
す
る
授
業
は
活
発
に

意
見
が
出
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
の
身
体
に
つ
い
て
は
、
解
剖
・
各

器
官
の
機
能
発
達
と
健
康
・
病
気
を
関
連
付

け
て
理
解
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
な
ぜ
、
子
ど
も
は
中
耳
炎
に
な
り
や
す
い

の
か
？
」「
な
ぜ
、
話
し
な
が
ら
食
事
を
す

る
と
誤
嚥
し
や
す
い
の
か
？
」
な
ど
、
子
ど

も
特
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
年
次
生
が
本
番
さ
な
が
ら
に
真
剣
に
取

り
組
む
の
が「
乳
幼
児
の
救
急
蘇
生
法
」で
す
。

心
臓
が
止
ま
っ
た
ヒ
ト
は
３
分
間
放
置
す
る

と
50
％
の
確
率
で
死
亡
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
た
め
、
発
見
し
た
そ
の
場
に
い
る
者
の
対

応
が
重
要
で
す
。
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
所

に
あ
る
飯
坂
消
防
署
東
出
張
所
の
ご
厚
意
に

よ
り
複
数
個
の
心
肺
蘇
生
訓
練
人
形
や
自
動

体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
キ
ッ
ド
を
借
用
し
て
練
習
し
ま
す
。
教

室
で
学
ん
だ
基
礎
知
識
を
生
活
の
現
場
で
応

用
出
来
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

■ 

研
究
活
動 

■

　
私
が
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
健
康
支
援
の

柱
は
健
康
教
室
で
す
。
助
産
師
・
教
員
と
し

て
働
き
な
が
ら
保
育
施
設
や
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
そ
の
教
育
効
果
の
検

証
で
す
。「
高
等
学
校
に
お
け
る
共
感
性
の

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
究
で
は
、
高
校
生

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
容
が
良
か
っ
た
こ
と
や
共

感
性
の
向
上
に
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
1
。
ま
た
、
高
校
生
対
象
の
「
将

来
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
意
識
調

査
に
つ
い
て
」
の
研
究
で
は
、
妊
娠
計
画
に

自
信
の
あ
る
人
は
、
出
産
に
対
し
て
自
信
が

あ
り
、
育
児
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
2
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果

を
踏
ま
え
て
今
後
も
子
ど
も
の
健
康
教
室
の

改
善
と
実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
5
年
版
犯
罪
白
書

に
よ
る
と
児
童
虐
待
に
関
わ
る
事
件
数
は
減

少
せ
ず
、
こ
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
件
の

件
数
は
〝
1
週
間
に
1
名
以
上
〞
で
あ
り
、

そ
の
加
害
者
の
約
40
％
が
実
母
、
約
10
％
が

実
父
で
し
た
。
こ
の
現
実
を
報
告
書
で
知
る

と
、
私
の
活
動
や
研
究
に
は
意
味
は
あ
る
の

か
と
打
ち
の
め
さ
れ
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
目
の
前
の
子
ど
も
達
と
そ
の
保
護

者
が
健
や
か
に
生
活
で
き
る
た
め
に
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
実
践
と
研
究
を
続
け
て
い
き

ま
す
。 

■ 
地
域
貢
献
活
動 

■

　
福
島
学
院
大
学
で
は
多
く
の
地
域
貢
献
活

動
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
論
文
や
成
書
の

ま
と
め
か
ら
学
ぶ
事
は
往
々
に
し
て
社
会
の

過
去
の
事
象
で
す
。
で
す
か
ら
社
会
の
〝
今
〞

を
学
ぶ
に
は
地
域
へ
出
て
行
っ
て
自
分
の
知

り
た
い
分
野
の
活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
地
域
で
そ
の
現
場
の
方
々
と

活
動
す
る
事
で
教
室
で
の
学
び
の
確
認
や
課

題
対
応
の
能
力
強
化
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、

協
働
す
る
こ
と
で
お
互
い
を
よ
く
知
り
合
い
、

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
学
生
と
一
緒
に
大
学
に
依
頼
さ
れ
た

子
ど
も
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
学
生
達
は
積
極
的
に
来
場
者
へ

声
を
掛
け
担
当
の
活
動
を
主
体
的
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
来
場
者
の
方
々
の
満
足
度
調
査

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
生
担
当
ブ
ー
ス
の

来
場
者
の
多
く
が
笑
顔
で
し
た
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
が
毎
年
福
島
学
院
大
学
へ
協

力
依
頼
を
申
し
込
ん
で
く
る
こ
と
自
体
も
当

大
学
と
学
生
に
対
す
る
信
頼
の
評
価
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

と
学
生
・
教
員
が
〝
w
i
n
–
w
i
n
〞
と

な
る
地
域
貢
献
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

 

1　柴田俊一編著 , 渡邉一代ほか：産前
からの親準備教育のススメ . 明石書
店．117-132, 2024.

2　渡部蒼依 , 後藤あや , 渡邉一代：高
校生を対象とした妊娠・出産・育児
に対する意識と関連する要因―福島
県内の一高校における横断研究― . 
厚生の指標 72(2). 2025. 

研
究
紹
介

KAZUYO WATANABE
福島県福島市出身
【学歴】
　福島県立医科大学大学院：博士（医学）
　福島大学大学院：地域政策科学修士
　福島大学：社会学士
　日本赤十字武蔵野女子短期大学：看護学、助産学
【所属学会】
　日本助産学会、日本母性衛生学会、日本学校保健学会
【職歴】
新宿／武蔵野／福島赤十字病院：周産期センター、訪問看護に従事。
独立行政法人国際協力機構：モルジブ、ベトナムにて母子保健行政、助
産・看護教育。
福島県立医科大学：看護師・助産師養成教育。
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0°

　
私
の
専
門
分
野
は
、
子
ど
も
家
庭
福
祉
分

野
の
主
に
保
護
者
支
援
で
あ
り
、
ほ
か
に
保

育
、
子
育
て
に
関
す
る
制
度
や
保
育
全
般
に

わ
た
る
内
容
を
研
究
範
囲
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
学
卒
業
後
、
保
父（
現
在
呼
称
で

は
男
性
保
育
士
）と
し
て
６
年
間
、
そ
の
後

保
育
園
長
と
し
て
18
年
間
民
間
保
育
所
で
勤

務
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
保
育
団
体
役
員
と

し
て
、
現
任
の
保
育
園
長
や
保
育
士
の
研
修

を
担
当
し
た
り
、
児
童
・
民
生
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
活
動
の
実
践
を
積
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
中
で
も
、
保
護
者
支
援
・
保
育
相
談
支

援
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
1
年
か
ら
保
育
士

必
修
科
目
の「
保
育
相
談
支
援
」「
子
育
て
支

援
」を
担
当
し
、
現
在
も
福
島
・
山
形
・
岩

手
の
東
北
3
県
の『
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
研
修
』「
保
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援
」

領
域
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
ど
も
家
庭
福
祉
の
領
域
が
抱
え

る
大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ
に「
児
童
虐
待
」

が
あ
り
ま
す
。
家
庭
内
に
お
け
る
大
人
か
ら

子
ど
も
に
対
す
る
心
身
へ
の
暴
力
行
為
な
ど

の
人
権
侵
害
が「
児
童
虐
待
」で
あ
り
、
身

体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
心

理
的
虐
待
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
虐

待
は
、
家
庭
内
に
と
ど
ま
ら
ず
児
童
福
祉
施

設
内
で
も
起
き
て
お
り
、
大
変
痛
ま
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が「
不
適
切
保

育
」で
す
。
こ
の
不
適
切
保
育
を
行
っ
て
い

る
の
が
、
保
育
士
国
家
資
格
を
持
つ
保
育
者

で
あ
っ
た
り
施
設
長
で
あ
っ
た
り
と
、
目
と

耳
を
疑
う
ニ
ュ
ー
ス
が
頻
繁
に
流
れ
て
き
ま

す
。
こ
の
不
適
切
保
育
を
し
て
し
ま
っ
た
保

育
者
も
、
保
育
者
に
な
り
た
て
の
頃
に
は
、

子
ど
も
に
優
し
い
、
保
護
者
想
い
の
誰
に
で

も
好
か
れ
る
保
育
者
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で

す
。
し
か
し
保
育
と
い
う
仕
事
や
、
先
生
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
慣
れ
過
ぎ
て
し
ま
い
、
子

ど
も
の
た
め
、
保
護
者
の
た
め
の
仕
事
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で

す
。
そ
れ
は
子
ど
も
や
保
育
が
苦
手
と
い
う

人
が
、
保
育
者
と
い
う
職
種
に
就
く
こ
と
は

考
え
に
く
い
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
不
適
切
保
育
は
、
保
育
者
や
園
長
の

個
人
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

職
場
や
家
族
、
交
友
関
係
な
ど
の
人
間
関
係

と
、
勤
務
施
設
と
他
の
関
連
機
関
と
の
連
携

な
ど
な
ど
枠
を
広
げ
て
捉
え
、
再
発
防
止
に

努
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
育
者
は
子
ど
も

に
対
す
る
保
育
と
、
保
護
者
に
対
す
る
子
育

て
支
援
の
両
方
を
行
う
こ
と
が
法
的
に
規
定

さ
れ
た
職
務
で
す
。
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り

方
が
わ
か
ら
な
い
親
に
対
す
る
支
援
も
保
育

者
、
保
育
施
設
の
役
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り「
児
童
虐
待
」を
予
防
す
る
こ
と
が

「
保
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援
」の
担
う
と

こ
ろ
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か「
子
ど
も
の
貧
困
」の
問
題
も

深
刻
で
す
。
国
は「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
綱
」に
よ
り
、
子
ど
も
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
機
運
を
高
め
、
官
公
民
の
連

携
・
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て『
こ
ど
も

の
未
来
応
援
国
民
運
動
』に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
は
、
子
ど
も
の
い
る

家
庭
の
貧
困
で
あ
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
の

成
長
発
達
、
命
の
保
障
の
問
題
に
も
か
か
わ

り
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
、「
子
ど

も
食
堂
」の
活
動
が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら

社
会
に
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。『
こ
ど
も
の
未
来
応
援
国
民
運
動
』の

基
金
に
よ
る
支
援
、
支
援
を
必
要
と
す
る
民

間
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
事
業
推
進
に

よ
り
、
い
ま
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
も
盛

ん
に
な
り
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー
や
食
品
メ
ー

カ
ー
の
協
賛
を
得
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

N
P
O
な
ど
が
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
、
食

品
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
衣
食

住
の「
食
」を
保
障
す
る
取
り
組
み
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
貧
困
」

問
題
は
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
こ
と
が
大
き

な
目
的
で
す
。「
食
」の
保
障
に
よ
り
、
子

ど
も
と
そ
の
家
族
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
子
ど
も
の
貧
困
」

問
題
対
策
と
し
て
、「
こ
ど
も
の
生
活
・
学

習
支
援
事
業
」の
拡
充
も
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
事
業
の
概
要
は
、①
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
取
得
支
援
や
生
活
指
導
、②
学
習
習

慣
の
定
着
等
の
学
習
支
援
、③
食
事
の
提
供

の
3
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、「
子
ど
も
食
堂
」の
ほ
か
、

児
童
館
・
公
民
館
・
民
家
な
ど
の
子
ど
も
の

居
場
所
を
確
保
し
活
用
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
居
場
所

を
つ
く
る
の
も
、
子
ど
も
の
居
場
所
で
働
く

の
も
保
育
者
に
期
待
さ
れ
る
役
割
の
ひ
と
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
で
あ
る「
児
童
虐

待
」や「
子
ど
も
の
貧
困
」な
ど
に
、
直
接

支
援
し
て
い
く
の
が
保
育
者
で
す
。
福
島
学

院
の
こ
ど
も
学
科
と
保
育
学
科
で
は
、
対
人

援
助
職
で
も
あ
る
保
育
者
養
成
を
と
お
し
て

社
会
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
保
育
者
の
待
遇

面
で
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
報
道
も
影
響
し
、
保
育

者
を
目
指
す
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
費
を
投
じ
た
様
々
な

処
遇
改
善
も
行
わ
れ
、
こ
こ
数
年
で
待
遇
は

改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
児
童
に
対
す
る
養
護
と
教
育
を
一
体
的
に

行
う
保
育
は
、
子
ど
も
の
人
生
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
て
も
大
切
な
仕
事
で
あ
り
、

保
育
者
は
保
護
者
に
対
し
て
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
支
援
を
行
う
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
社
会
的
に
も
重
要
な
役
割

を
担
う
保
育
者
を
、
1
9
6
6
年
以
来
50
年

以
上
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
養
成
し
て
い
る
の

が
福
島
学
院
大
学
な
の
で
す
。
本
学
保
育
者

養
成
課
程
の
個
性
あ
ふ
れ
る
教
職
員
と
一
丸

と
な
っ
て
、
個
性
豊
か
な
学
生
を
育
て
、
巣

立
っ
て
い
く
姿
を
見
守
る
こ
と
が
大
学
教
員

と
し
て
の
喜
び
で
す
。
保
育
現
場
で
の
経
験

を
重
ね
た
卒
業
生
と
保
育
を
語
り
、
と
も
に

保
護
者
支
援
や
保
育
内
容
の
充
実
、
地
域
の

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
で
も
頼
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
も
保
育
研
究
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

KIYOTAKA KON
平成26年 東北福祉大学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻博士課程

単位取得後退学
昭和59年 筒井福祉会筒井保育園 保父（平成2年3月まで）
昭和62年 　　　　　　　　　　 副園長（平成2年3月まで）
平成 2 年 　　　　　　　　　　 園長（平成20年6月まで）
平成25年 東北文化学園専門学校 非常勤講師（平成26年3月まで）
 近畿大学豊岡短期大学こども学科 非常勤講師（平成26年3月まで）
平成26年 福島学院大学短期大学部保育科第一部 講師（平成28年3月まで）
平成28年 福島学院大学福祉学部こども学科 講師（平成29年3月まで）

平成29年 福島学院大学福祉学部こども学科 准教授（平成31年3月まで)
平成31年 福島学院大学福祉学部こども学科 教授 こども学科長兼任（令和3年

3月まで)
令和 2 年 福島学院大学福祉学部こども学科 実習指導室長兼任（令和3年3月

まで）
令和 3 年 青森中央短期大学部幼児保育学科 非常勤講師(令和6年3月まで)
令和 4 年 学校法人福島学院 監事（令和6年2月まで）
令和 5 年 八戸学院大学短期大学部幼児保育学科 教授（令和6年3月まで）
令和 6 年 福島学院大学短期大学部保育学科 教授（現在に至る）

保育学科　教授

今　 清孝

研
究
紹
介

K
I
Y
O
T
A
K
A  

K
O
N
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福島県産食材を使用した料理を味わう１日限りの
特設レストラン「ふくしまを育む『あしたの食卓』」
が令和6年6月21日、福島市飯坂町の摺上亭大鳥
で開かれ、短期大学部食物栄養学科の学生が料理
の盛り付けや配膳などに協力しました。
イベントは、福島民報社と福島県立医科大学が連
携して取り組む「健康ふくしまプロジェクト」の一
環で、福島県の共催、JAグループ福島の特別協賛、
摺上亭大鳥の協力。初開催された令和5年度には、
本学の宮代キャンパスを会場に2度開かれており、
初回から同学科の学生が配膳などで協力参加して
います。

今回は摺上亭大鳥の赤井圭三総料理
長が腕をふるったコース料理10品や県
産日本酒が来場者に提供されたほか、
食事に先立ち講演会が開催されました。
学生はイベント当日に加えて、前日の食
材の仕込みにも参加。赤井総料理長か
らアドバイスを受けながら野菜の飾り
切りや貝の下処理、マグロの昆布締め
に取り組むなど、一流料理人から調理
技術を教えていただく貴重な経験を得
ることができました。
活動の様子や料理を写真で紹介します。

赤井総料理長㊧から食材の下準備についてアドバイスを受ける学生

イベントに協力した食物栄養学科の学生と教員ら

イベント当日、
料理の配膳に臨む学生

参加者に振る舞われた
「あんぽ柿ジェラート」
「さくらんぼクリームチーズ」Menu 前　菜：アスパラと鰹フライのサラダ

小吸物：ひすい豆富
御造り：本まぐろ昆布〆土佐醤油
口直し：トマトゼリー
強　肴：福島牛たん わさび餡かけ
主　菜：福島牛たたきに福島の恵みを添えて
御食事：北寄貝めし
御　椀：焼き茄子と滑子の味噌汁
香の物：キャベツ 新生姜
水菓子：あんぽ柿ジェラート、さくらんぼクリームチーズ

かつお

こ ぶ じめ

ほっ き がい

しい ざかな

なめ こ

　
令
和
６
年
７
月
９
日
、
福
島
県
立
医
科
大
学
総

合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
特
任
教
授
で
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学T.H

.C
han

公
衆
衛
生
大
学

院
国
際
保
健
・
人
口
学
講
座
、
武
見
国
際
保
健
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
後
藤
あ
や
教
授
に
本
学
の
特
別
招
聘

教
授
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、

本
学
の
福
祉
学
部
こ
ど
も
学
科
と
短
期
大
学
部
保

育
学
科
の
学
生
を
対
象
に
、
こ
ど
も
の
保
健
や
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
し
て
の
講
義
等
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
7
年
１
月
12
日
に
は
、

後
藤
教
授
が
同

大
学
院
の
大
学

院
生
15
名
を
引

率
し
、
福
島
駅

前
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

後
藤
教
授
は
本

学
教
員
と
育
児

支
援
な
ど
に
関

し
て
共
同
研
究

を
進
め
て
お
り
、

　
令
和
６
年
８
月
28
日
、
和
食
料
理
人
・
野
﨑
洋

光
さ
ん
に
本
学
客
員
教
授
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
に
本
学
で
開
催
さ
れ
た
福
島
県
産

食
材
を
使
用
し

た
料
理
を
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
く
し
ま
を

育
む
『
あ
し
た

の
食
卓
』」
で
、

野
﨑
さ
ん
が
料

理
の
腕
を
振
る

わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、

客
員
教
授
を
委

嘱
さ
せ
て
い
た

だ
く
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
野
﨑
さ
ん
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、
本
学
短
期
大
学
部
食
物
栄

養
学
科
の
学
生
が
調
理
補
助
や
盛
り
付
け
、
配
膳

な
ど
に
協
力
し
ま
し
た
。
委
嘱
当
日
に
は
、
県
北

集
団
研
究
会
の
特
別
調
理
実
習
会
が
宮
代
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
、
野
﨑
さ
ん
に
よ
る
調
理
の
実
演

や
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

客員研究員とは
福島学院大学は、地域の学術の発展に貢献するため、高度な研究に従事しようとする学術研究者や、地域
連携センターの取り組みに協力し、その活動をより深化させていただける研究者、企業の方、地元の方々に
客員研究員として就任いただき、その研究活動等を支援しております。

福島県会津地方振興局

アルテマイスター株式会社保志

末広酒造株式会社

割烹・会津料理　田季野

株式会社福島中央テレビ

福島県理容生活衛生同業組合

福島県美容業生活衛生同業組合

福島県生活衛生営業指導センター

福島民報社

飯坂温泉旅館協同組合

高湯温泉観光協会

局　　　長

代表取締役社長

代表取締役社長

女　　　将

代表取締役社長

理　事　長

福島支部長

代表取締役社長

理　事　長

会　　　長

守　岡　文　浩

保　志　康　徳

新　城　猪之吉

馬　場　由紀子

五阿弥　宏　安

中　野　竹　治

木　下　博　幸

大　島　正　敏

芳　見　弘　一

紺　野　正　敏

遠　藤　淳　一

令
和
７
年
２
月
に
は
、
福
祉
学
部
こ
ど
も
学
科
の

渡
邉
一
代
教
授
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
６
つ
の
州

に
在
住
す
る
母
親
や
育
児
支
援
者
を
対
象
と
し
た

ウ
ェ
ブ
上
で
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

【 客員研究員一覧 （順不同・敬称略・肩書は委嘱当時のもの） 】
土湯温泉観光協会

ふくしま「農」を考える会

ふくしま土壌ネットワーク

福島県指導農業士会

飯坂温泉乙和会

高湯温泉吾妻屋旅館

土湯温泉土湯女将会

福島民友新聞社編集局

女優・二本松観光大使

金水晶酒造店

聖光学院高等学校野球部

　　

渡　辺　和　裕

菊　田　　　透
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　福島駅（福島市）と槻木駅（宮城県柴田郡柴田町）
を結ぶ鉄道「阿武隈急行線」を運行する阿武隈急行
株式会社と、沿線地域の発展などを目的とした連携
協定を締結しました。人的・知的資源の交流
を図り、同社が進める地域活動への参画や路
線の利用促進に向けた活動を展開します。
　同路線は、多くの学生と教職員が通学・通
勤に利用しており、本学にとって重要なインフ
ラとなっています。令和７年１月には同社と福
島市、本学の３者が連携したプロジェクトが始
動し、利用促進を目指した調査研究を共同で
行っていきます。
　協定締結式は宮代キャンパスで行われ、同
社の冨田政則社長をはじめ、沿線自治体の
住民有志で組織する「あぶきゅう応援団」の

団長を務める黒須大輝さん（当時地域マネジメント学
科２年）も式に同席しました。

令和６年５月９日

　宮城県角田高等学校と高大連携協定を締結しまし
た。本協定は教育・研究をはじめとする幅広い領域に

おいて、学生・生徒および教職員間の交流と連携を通
じて、より魅力ある大学と高等学校づくりを目的とした

ものです。
　具体的には、同校での授業「総合的な探
求の時間」発表会時の本学教員からの助
言・指導、本学施設での学外授業の実施な
どを想定しています。両者で学生・生徒一人
ひとりの興味・関心に応じた発展的、協同的
な学びを促進させることで、学校教育の振
興と地域社会の発展に寄与していきたいと
考えています。
　宮代キャンパスで行われた締結式には、
井上健一校長はじめ関係者が出席し、協定
書への署名などが行われました。　　　　
　　

令和６年９月５日

令和２年12月

令和２年１月

　令和６年9月５日に福島県立医科大学光ヶ丘キャン
パスで開催された福島医学会学術研究集会シンポジ
ウム「子宮頸がんを防ぐために～これからの私のため
に今できること」で、パネルディスカッションに福祉心
理学科の学生２名がパネリストとして参加しました。参
加した学生は、福島県立医科大学、桜の聖母短期大
学の学生とともに、子宮頸がんやその検診、ワクチン接種などに関して学生視点の意見を発表しました。

　福島信用金庫の紹介を受け、同信金と聖光学院高
校、桑折町ＳＤＧｓ推進町民会議が取り組む「桑折町Ｓ
ＤＧｓミライかるた」の制作に本学学生が参画しました。
かるたには、ＳＤＧｓの視点から、同町のより良い未来づ
くりに向けた課題の解決策などについて記載されていま
す。学生は、高校生とともにグループワークを通してルー
ル検証などを行いました。

協 定 締 結

協 定 締 結

協 定 締 結

協 定 締 結

協 定 締 結

令和４年11月

　連携事業として令和５年度から県内の保育者や小
学校教員などを対象に子どもの発達の課題への支援
や指導の在り方について、県教委と本学両者の知
見を活かした研修会を開催しています。令和６年度
は全４回開催され、本学教員が発達障害のある子ど
もへの対応などについて講話しました。また、小学
生に県政への理解を深めてもらうことを目的とした
「県庁にみんなの声を届けよう！」プロジェクトでは、
本学大学院生と学生計７名がボランティアとして参加
し、小学生が意見交換するグループワークの補助な
どに協力しました。

協 定 締 結

平成28年２月協 定 締 結

　福島民報社と福島県立医科大学が連携して取り
組む「健康ふくしまプロジェクト」の一環として開催
されている１日限りの特設レストラン「ふくしまを育む
『あしたの食卓』」に、食物栄養学科の学生が配膳
や調理補助で参加しています。これまでに全３回開
催されており、初回は和食料理人の野﨑洋光氏、
第２回は八芳園（東京都）元料理長の柿迫太陽氏、

第３回は摺上亭大鳥（福島市）総料理長の赤井圭
三氏の一流料理人３名が各回で料理の腕を振るいま
した。

本学の地域連携拠点「地域連携センター」は平成31年度の設置以来、多くの企業・団
体との協働による多くの事業を展開してきました。今後も「地域に根差し、地域になくて
はならない大学」を掲げ、連携事業を通した地域貢献と大学資源の“見える化”を図る
とともに、実践力を養う機会を学生に提供してまいります。（文中の肩書は当時のもの）

ACTIVITY REPORT
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令和２年７月

令和３年３月

　伊達市と福島信用金庫の連携協定に基づく
事業として、伊達市役所で実施されたセミナー
で、地域マネジメント学科の茨木瞬講師が講師
を務めました。人口減少から生じる様々な課題
への対策について、他の自治体での事例なども
踏まえながら解説しました。

　町のにぎわい創出などを目的としてコス
モスガーデンの整備に取り組んでいます。
令和６年度で活動４年目を迎え、学生が浪
江町や町内企業の皆さんと協力してコスモ
スの種付けやサツマイモの苗植えに臨みま
した。

令和３年12月

　福島学院大学認定こども園で、
福島ユナイテッドＦＣのアカデミース
タッフを講師に招き、園児を対象に
「運動遊び」を実施。また、昨夏
行われた福島ユナイテッドＦＣ公式
戦の「手話応援デー」では、手話
勉強会「紡」の学生が手話のデモ
ンストレーションを行いました。

令和元年6月

　飯坂温泉ＰＲキャラクターの
温泉むすめ「飯坂真尋ちゃん」
の声優イベントや「飯坂温泉 
日本一の桃まつり」など、学
生が各種イベントの運営に協
力しました。

平成28年2月

平成28年７月

　令和６年１２月３、４日に東京都で
開かれた「よい仕事おこしフェア
2024」に参加しました。会場に本
学のブースを設置し、同実行委員
会をはじめとする様々な団体・企業
との地域連携事業や本学の国際交
流拠点「福島グローバルセンター」
の取り組みなどを発信しました。

　福島市飯野町で栽培されている梅「露茜（つゆあかね）」
を使用した梅酒のラベルのデザイン制作やＰＲ活動に学
生が参画しています。令和６年度は本宮市の大天狗酒
造で開かれた新酒お披露目会で、参画する学生と教員
が会場での司会や販促などに協力しました。

写真提供：ⒸFUKUSHIMA UNITED FC

主な実績●フリーマガジン「若旦那図鑑」の制作、土湯温泉の夏
イベント「ミズベリングつちゆ」の企画・運営など

主な実績●栄養成分測定器「カロリーアンサー」による食
品栄養成分分析協力

協 定 締 結

協 定 締 結

協 定 締 結

令和６年３月

　南会津高校の探求の授業「南会津学」に本学の学
生と教員が参加。発表会での講評等への講師派遣の
ほか、高校生と学生による探求学習について意見交換
会や南会津町周辺地域でのフィールドワークを実施しま
した。

協 定 締 結

協 定 締 結

令和元年11月協 定 締 結

主な実績●「大わらじ福かつ弁当」のパッケージデザイン、連携
授業の実施など令和２年12月協 定 締 結

主な実績●福島産酒米使用日本酒のブランディング協力、日本
酒販売会でのＰＲ協力など令和3年12月協 定 締 結

主な実績●三大ブランド鶏食べ比べ試食会
の開催、「ふくしま三大鶏フェス」
への出店など令和４年9月協 定 締 結

協 定 締 結

協 定 締 結

令和５年２月協 定 締 結
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連携先●ＵＦＯのエレファントガーリックとなかまたち
活　動●福島市飯野町で栽培されてい

る巨大ニンニク「ＵＦＯのエ
レファントガーリック」のブラ
ンディングのほか、学生が収
穫や植え付け作業に参加して
います。

連携先●福島地域福祉ネットワーク会議、
社会福祉法人青葉学園、福島
市立水保小学校

活　動●地域と子ども協働による行事
「水保プロジェクト」の準備、
運営に、地域マネジメント学科
の学生が協力したほか、ハロウィ
ンランタン祭りも開催しました。

連携先●福島市北信支所、余目地区自治振興協議会
活　動●福島市の宮代水源ポンプ所跡

地の利活用について、地域住
民の方々と学生との意見交換
会を実施。跡地を活用し、世
代間交流等を目的としたお花
見会を開きました。

連携先●大波会
活　動●福島市大波地区の「古民家
Café imoca」の空き部屋活用に向け、
視察や地域の方々との意見交換、活用
法提案プレゼンなどを実施。現在は、
学生が交流スペースの制作などに取り
組みました。

連携先●福島県トラック協会
活　動●「ヘルシーかつボリュー感のあ

る弁当」をテーマに、食物栄
養学科の学生たちが８種類の
弁当レシピを開発。学生によ
るプレゼンテーションや試食
会を行いました。

連携先●福島県中小企業家同友会福
島支部

活　動●若者に届く求人方法や福島市
におけるまちづくりなどについ
て、経営者と地域マネジメン
ト学科の学生がそれぞれの立
場から意見を交わしました。

連携先●福島市商工観光部にぎわい商業課
活　動●福祉心理学科の学
生が中心となり企画・運営し
た、地域の子どもや保護者と
の交流イベント「第３回にじ
ピアリビング子ども広場」を
開催しました。

連携先●松川町原東町内会
活　動●若い世代の担い手不足の話し

を受け、地域マネジメント学
科の学生が約１か月の稽古を
経て、囃子や山車引きとして
祭りに参加しました。

その他の地域連携活動その他の地域連携活動
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本学で全国規模の学術研究集会、研究討論会開催

東北映像フェスティバル学生部門で優秀賞
　食物栄養学科の菅田清正教授の特別研究を履修する学生３名
（令和５年度卒業２名、同６年度卒業１名）が制作した映像作品
が、「東北映像フェスティバル2024」の映像コンテスト学生部
門で大賞に次ぐ優秀賞を受賞しました。優秀賞の受賞は２年連
続。受賞作品のタイトルは「百年の想い～あんぽ柿発祥の地、
伊達市五十沢地区」。あんぽ柿の生産農家の想いや生産過程
などを丁寧に紹介した約４分30秒の映像作品です。令和６年５
月30日に仙台市で行われた表彰式では、高橋晴斗さん（令和６
年度食物栄養学科卒業）が学生を代表して表彰を受けました。

人材寄付講座を開催 　本学は地域の振興と活性化を目的に企業や団
体、官公庁などと連携し、各分野のスペシャリストを
講師に迎える一般市民向けの公開講座を開講して
います。令和６年度は女優で二本松観光大使の大山
采子氏、城南信用金庫（東京都）相談役の川本恭治
氏を講師に迎えた人材講座を開催しました。令和6
年10月8日に大山さんが「地域活性化と人材育成」、
令和７年1月10日に川本さんが「私の復興支援！～
いつも誰かの応援団～」と題して、それぞれ講演い
ただきました。

市議会議員と学生が意見交換
　令和６年11月5日、福島市議会による議会報告会・意見
交換会が宮代キャンパスで開かれ、地域連携活動を踏ま
えたＪＲ福島駅前の活性化や学生支援、高等教育の充実
などについて、学生と市議会議員の皆さんが意見を交わし
ました。学生が市議会に触れるとともに、福島市に求める
ことや期待することなどを意見として、市議会議員に提案
できる貴重な機会となりました。

語り部招き特別講義 　令和６年7月31日、マネジメント学部地域マネジメント学
科の授業「福島と復興」で、ＮＨＫ福島放送局「語り部クロ
ス」の協力を得て、語り部の方々を講師にお招きした特別
講義を実施しました。当日は、長崎で原爆体験の継承活動
に取り組む田平由布子さん、福島で震災・原発事故の語り
部活動を行う小泉良空さんによる講話、２人によりクロス
トーク、学生を交えたグループディスカッションを実施。
「記憶」を伝える必要性などについて語り部の方と学生が
意見を交わしました。同日の特別講義の開催にご尽力いた
だいたＮＨＫ福島放送局の武田健太アナウンサーにも会場
にお越しいただきました。

全日本ろうあ連盟青年部
　令和６年11月2～４の３日間、「全国ろうあ青年研究討論
会inふくしま」が開催され、聴覚障害者とその関係者が社
会福祉の向上を目指して交流を深めました。
 福島県では50年ぶりの開催で、約280名が参加しました。
　福島県聴覚障害者協会の吉田正勝会長、小林靖事務局
長が福島県におけるろうあ運動や聴覚障害者情報支援セ
ンターの活動について講演したほか、東日本大震災に関連
した手話劇が披露されました。

日本精神保健福祉学会
　令和６年６月29、30の両日、東北地方で初開催となる
学術研究集会が開かれ、参加者が被災者支援の現状や課
題などについて理解を深めました。
　会には約150名が参加。初日は、テーマの「復興の現在
“知”と展望～東日本大震災におけるソーシャルワーク実践
の継承～」に関連したワークショップをはじめ、県内の医
療・福祉関係者による記念講演やシンポジウム、２日目は
自由研究発表などが行われました。

絵本作家の企画展で人形劇披露
　令和７年１月25日～同年３月９日に福島県立美術館で開かれ
た企画展「かがくいひろしの世界展」の一環として、会期中の２
月22、23の両日、本学こども学科の学生３名が福島大学の学
生たちと合同で人形劇を上演しました。絵本「だるまさん」シ
リーズで知られる絵本作家かがくいひろしさんがファンだった
人形劇団の方の指導の下、学生が人形制作や稽古に励み、かが
くいさん創作の人形劇「だちょうの卵」や、学生がかがくいさん
の想いに考えを巡らせながら創作したオリジナル作品を披露し
ました。

　令和６年度は本学で全国規模の学術研究集会と研究討論会が開かれました。それぞれ全国各地から多くの関係者が集い、
講演会やシンポジウム、分科会などが行われました。各会ともに、本学の学生がボランティアとして事前準備や当日の運営に
協力したほか、本学主催で参加者に東日本大震災、原発事故の被災地を視察していただくエクスカーションを実施しました。

「地域活性化と人材育成」 
女優・二本松観光大使　大山采子さん
令和6年10月8日

「私の復興支援！～いつも誰かの応援団～」 
城南信用金庫（東京都）相談役　川本恭治さん
令和７年1月10日

TOPICS
トピックス
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令和６年４月２６日
研究発表者　遠藤 哲哉（地域マネジメント学科教授）

第1回

同窓会から本学へ寄付金　　令和6年9月12日

ＮＰＯ法人ハート・オブ・ゴールド様からお米の寄贈
令和7年3月18日

ＮＰＯ法人結倶楽部様から
お米の寄贈

令和6年9月24日

※贈呈式を執り行わなかったため、
　恐縮ですが、文章のみでの
　掲載とさせていただきます。

元同窓会長の高荒正子様から
絵本などの図書の寄贈
令和6年5月21日

瀬戸内寂聴を偲ぶ会の山本均会長（岩手県浄法寺町元町長）
から瀬戸内寂聴さん現代語訳源氏物計20冊の寄贈

令和6年8月6日

令和６年５月３１日
研究発表者　木村 陽子（地域マネジメント学科教授）

第2回

令和６年６月２１日
研究発表者　成川 旦人（地域マネジメント学科講師）

第3回

令和６年７月１９日
研究発表者　鳥飼 裕一（地域マネジメント学科教授）

第4回

令和６年９月２０日
研究発表者　田川 寛之（地域マネジメント学科助教） 

第5回

令和６年１０月１８日
研究発表者　髙 　選圭（地域マネジメント学科教授）

第6回

令和６年１１月２９日
研究発表者　佐藤 則行（福祉心理学科講師）

第7回

令和７年１月３１日
研究発表者　小島 有里子（福祉心理学科講師）

第8回

令和７年２月２８日
研究発表者　千葉 浩太郎（福祉心理学科講師）

第9回

福島学院大学が目指す“大学の見える化”を図るため、報
道関係者の皆さまを本学に招き、大学の取り組みや教員
の研究を紹介しております。
令和6年度は全9回の懇談会を開催いたしました。

支
援
品
寄
贈

令
和
６
年
度
も
団
体
、個
人
の
皆
さ
ま
か
ら

図
書
や
寄
付
金
な
ど
、温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

メディア 懇談会
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本学短期大学部は令和５年度
（公財）日本高等教育評価機構から
高い評価をいただきました。

本大学及び大学院は令和５年度
（公財）日本高等教育評価機構から
高い評価をいただきました。

福島学院大学は持続可能な開発目標（SDGs）を
支援しています。

ホームページ InstagramYouTube

36VOL.福島学院大学大学報
https://www.fukushima-college.ac. jp

福島学院大学 大学報
https://www.fukushima-college.ac.jp36VOL.
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